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[務究冒妻宅及び絡線]


近年多発する遣話術型l水害の被害奪立す書官推進のため、


法 16 年 5)守よ暫特定都市1可 )II~整水被害対策法が総行

されており、事U:E各地で!司法 lと基づいたき襲名ifi~軽水線定

広域{内水氾濫)や苦喜子fi淡水想定区域〈外7Ml総)の

摘設が後i付されている。これらの区械を後Eをする擦に

は、地表iIiiでのjQ司監視像、下水遂型蓄による影響を対袴

に解析可能なそう戸ノレを用いて、者芸術提案特有の現象を発

!重した昨l析を行うことが不可欠でゐるe そこで、水答

続発霊長匂I"J:、下水道のやめ流れと地表蛮のm措整合一体

告告に議事もrr可能な都市城?立滋然析モデノレ{以下、� NILlM

モデルうの頻発を行ってきた。

[研究爽容] 

f'7j(j霊を禁著者意した氾濫解析においては、下水送後

路内から耗h謹豊富喜〈溢水する吉見善説、員長変速でt岱ホ� 3また
は流下� ωずる現象、池袋函から下水道へ若記入す時る現象

を考託宣十る必要がある。その際、水議議議換を士見定す

る*草案i土、下水滋t奇襲名手守ホ務と地表在日水建棄の� 2つが

存従すると考えられる(!Zl1)吻この� 2つの水潔i立

各々 の地点的状/ll.iこ伴って級王主または相互に関与し

合うこととな号、非常に複雑な君主委員となる。

本研究守I立、マンホーノレ割lにおける滋/J<.流入賞tが

磁器提言自および下水遂号著書告内の水頭によって、どのよ

うに幾定されるかを後絡するため、名護� 21ζ示すよう

立、?ンホーんま容i室長4由:した氾遂事l一方、子水滋を涛� 

における滋*.流入現象や地衰弱滋*がこれらの務綴� 

lこ与えるii絡など、複雑で解腕な表象が多く滅され

てお君、それらの察側開とそれを踏まえた鱗炉問デ

んへの渓絞が求められている。

そこで、本研究では、*歪重機莞13駐車世により、マンホ

ーノレ部における綴維な水理現象を総j産するとともに、

潜水・現象の金紋iiモデノレ上での波紋ぢ法について検蓄す

し、解析モデルの改良を行った。� 
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密-1 下水i監査考慮したm滋里見芸員

な、氾塁塁水路、下水i産管、これら� 2つ配給ぶ� 2ヌ私的

垂直管で務総書れる下水道機塁裂を作製し、水型重機器援

実験を災絡したα さらに、~~動車喜楽を硲:l':えて、解

続モヂルの改良をITった。

[喜寿究成果] 

(1)氷室望者室裂実験

実験でi立、上流{則幾百主管だけを用いたお縫実堅実で滋

水・流入ま設の寺毒性を把握し、上下滅的垂直管者用いた

複合~居先"<:'総選草案霊童より得られた締役の検粧を行った。 
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フェースも含めて改良 した� NILlMモデノレを国総研ホー

ムページの水害研究室のページにて公開している。� 
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図-3エネルギー水頭ピエゾ水頭縦断図
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水碕涯の平方線(mω)

実験①溢水(.，=0.02-0.07)

図-4水uA差(エネルギー水頭及びピエゾ水頭)の 図� 5実験再現計算結果
平方栂と溢水流入量の関係(垂直管口径� 20cm) (垂直管口径� 20cm、湛水深� 5cm) 
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改良後

図� 3に基礎実験(溢水)のピエゾ水頭の計測値を示

したものである。ピエゾ水頭はま量直管からの溢水によ

り垂直管下流側の流量が減叫するため、 垂直管下流側

は溢木前より概ね速度水頭分だけ高い値を示している。

流入については、これとは全く� j!!tに、流入前より概ね

速度水頭分だけ低い値を示す結果となった。また、複

合実験においても、基礎実験と問機の傾向が示された。

図4は垂直管接合昔日における水平管と湛水位の水頭

差� (dh)の平方根と溢水量の関係を表 したものであ

る。垂i1[管の前後で、 ピエゾ水頭に段差が生じている

ことから、水頭差の考え方によって� rd h1 下流から

ピエゾ水頭を推定J rd h3 上流からピエゾ水頭を推

定J rdh2:dh1とdh3の平均Jとしている。この図

から、溢水量は、水頭差� (dh) の平方根に比例する

傾向が見られ、 オリアイス式� (Q=CA-V事百)で近似

できる可能性が示唆された。流入量について も同僚の

分析を行ったこ ところ、 同様の傾向が示され、垂直管

路2つを使用した複合実験でも同様の傾向か示された。� 

(2)計算モデルの改良� 

NILlMモデノレでは、 下水道管路内水頭または地表面� 

水頭から下流血.~の下水道可能最大流量 (Qmax) を仮

定し、 上流側下水道からの流入量、地表面からの流入

量の収支を計算する二とによって、マンホール等から

の溢水 ・流入量の計算を行っている。 実験結果を踏ま

え、従来の算定手法を、 計算の前ステップの水頭差か

ら前述の式を用いて、溢水・流入量を算出し、下流{則

下水道の流量を決定するとL、う方法に計算プロ グラム

を改良した。図� 5は、改良前、改良後のプログラムで

実験の再現計算を行ったものである。改良後の解析(直

が実測f直により近い値を示す結果となっており 、政良

によって計算プログラムの精度が向上した。

[成果の発表]

大森・里子仲・山岸・松浦 地上への氾濯が生じている

下水道流れに関する実験的検討，第� 62回土木学会年

次学術講演会 ・第2部門.2007 

[成果の活用]

別途実施している「市街地における浸水解析システ

ムの開発」において、改良した� NILIMモデルを実流域

へ適用し、 実現象の再現性を確認するとともに、 ユー

ザーインクーフェースの構築を行っており、インター
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